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ギム ネマ ・ シ ル ベ ス タ葉抽出物の抗糖尿病作用

　
一 ギム ネマ 酸の 糖吸収抑制作用を中心 に
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【目的】 ギ ム ネ マ 酸 は イ ン ド原産 の ガガ イ モ 科植物ギ ム ネ マ ・シ ル ベ ス タ葉か ら抽出 され

る ト リ テ ル ペ ン 系配糖体で 、
ヒ トの 味覚にお け る甘味の みを選択的に消失 させ る こ とで 知

られ て い る 。 我々 は、味覚の甘味受容と小腸の糖吸収 とい う生体 におけ る糖識別機構 に着

目し、 種 々 の 配 糖体を用い た研究 を行 っ て きた 。 こ れ ら
一連 の 研 究の 中 で 甘味抑制物質 で

あるギ ム ネ マ 酸の 小腸に お け る糖吸収に 及ぼ す影響に つ い て 検討 した 。

【方法】ギ ム ネ マ 酸の 抽出は 、 栗原 の方法に準 じて 行 っ た。 実験に は ウ イ ス ター系雄性 ラ ッ

トを用 い た 。 実験 は （1 ）in　vitro 及 び in　vivo の小腸で の 糖輸送電位 （PD ）の 測定 、

（2）腸管灌流法に よ る糖吸 収実験 、 （3）経口 的糖負荷試験、を行 っ た 。

【結果】　（1 ）ギ ム ネマ 酸 は ブ ド ウ糖に よ り発生する小腸 で の in　vitro 並 び に in　vive の

PD を抑制 した 。 しか し、　 in　 vivo に お い て は ギ ム ネ マ 酸 の み で もPD が発生 した 。 （2 ）

ギ ム ネ マ 酸は腸管灌流法 を用 い た小腸で の ブ ドウ糖吸収を ギ ム ネ マ 酸濃度 に依存 し、可逆

的に抑制 した 。 さ らに、ギ ム ネ マ 酸の ブ ドウ糖吸収抑制はギ ム ネ マ 酸の 濃度 に 依存 して 長

時間持続 した 。 （3 ） ギ ム ネ マ 酸 は ブ ドウ糖及び シ ョ 糖を経 ［コ的に 投与 した 際 の 血糖値 の

上昇を抑制 した 。

【考察】今回 の 結果 か ら、 ギ ム ネマ 酸が小腸で の 糖吸収を抑制 し、さ ら に糖負荷後 の血糖

値土昇を抑制す る こ とが明 らか とな っ た 。 ギ ム ネマ ・シ ル ベ ス タ葉 は古来よ りイ ン ドに お

い て 糖尿病治療薬 と して 用 い られ 、 そ の 作用機序 と して イ ン ス リ ン 分泌機能を高め る こ と

な どが報告 され て い る が 、 小腸 で の 糖吸収を 抑制 し 、 血糖上昇 を 抑制す る可能性 も考え ら

れ る 。 と こ ろ で 我々 は現在 、 ギ ム ネ マ 酸を始め 、 ギ ム ネ マ ・シ ル バ ス タ葉抽出分に こ れ ま

で に 知 られ て い な い 様 々 な生理 活性が 存在 し、ま た ギ ム ネ マ 酸に も多 くの 同族体が 存在す

る こ とを明 らか に して きて い る 。 今後 、 ギ ム ネ マ 酸の 抗糖尿病作用の よ り詳細な機序が明

らか に な る こ とが期待される 。
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